
８
月
29
日
、
自
衛
隊
新
基

地
建
設
予
定
地
の
地
権
者
で

あ
る
古
賀
初
次
さ
ん
ら
４
名

が
、
「
佐
賀
空
港
自
衛
隊
駐

屯
地
建
設
工
事
差
止
仮
処
分

命
令
申
し
立
て
」
を
佐
賀
地

方
裁
判
所
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
地
で
暮
ら
す
人
た
ち

の
権
利
を
踏
み
に
じ
っ
て
強

行
す
る
国
の
姿
勢
は
、
成
田

空
港
建
設
や
、
沖
縄
の
辺
野

古
・
高
江
、
南
西
諸
島
に
お

け
る
新
基
地
建
設
の
件
に
お

い
て
も
見
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

佐
賀
空
港
の
新
基
地
建
設
に

関
し
て
も
同
様
で
す
。

地
権
者
の
方
々
の
完
全
な

同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
防

衛
省
は
６
月
12
日
に
工
事
を

強
行
に
始
め
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
４
人
の
地
権
者

の
方
々
が
勇
気
を
も
っ
て

「
最
後
の
手
段
」
に
立
ち
上

が
ら
れ
ま
し
た
（
そ
の
背
後

に
は
古
賀
さ
ん
た
ち
と
思
い

を
共
有
さ
れ
る
方
々
の
思
い

も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
）
。

昼
下
が
り
の
酷
暑
の
中
、

申
し
立
て
を
行
う
地
権
者
と

弁
護
士
た
ち
を
先
頭
に
、
各

地
か
ら
駆
け
つ
け
た
１
０
０

人
を
優
に
超
え
る
支
援
者
た

ち
に
よ
る
裁
判
所
へ
の
〝
行

進
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
賀
さ
ん
は
、
申
立
書
提

出
後
「
国
は
私
た
ち
の
声
は

全
然
聴
く
術
も
な
く
、
工
事

を
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
進
め

て
い
る
。
も
う
あ
の
姿
を
見

た
ら
本
当
に
歯
が
ゆ
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す…

。
私
た

ち
の
声
を
国
に
届
け
る
に
は
、

裁
判
し
か
な
い
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に

訥
々
と
思
い
を
語
ら
れ
る
姿

に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
弁
護
団
長
の
東
島

弁
護
士
は
「
国
は
、
一
部
の

地
権
者
の
問
題
に
矮
小
化
し

て
い
ま
す
が
、
佐
賀
空
港
の

軍
事
基
地
化
は
、
日
本
政
府

が
行
っ
て
い
る
軍
拡
と
切
り

離
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

戦
争
が
起
き
れ
ば
、
必
ず
佐

賀
が
攻
撃
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
み
ん
な
の
問
題
で
す
。

だ
か
ら
、
幅
広
い
人
た
ち
の

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
〝
宝
の
海
〟
〝
平

和
な
空
〟
〝
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
大
地
〟
を
、
こ
ど
も
た

ち
に
手
渡
し
て
ゆ
く
た
め
の
、

み
ん
な
の
闘
い
で
す
。
是
非

『
オ
ス
プ
レ
イ
裁
判
支
援
市

民
の
会
』
に
入
会
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
市
民
の
会
で
は
、
毎

月
１
回
、
多
く
の
市
民
の
方
々

に
訴
え
る
た
め
の
、
「
基
地

建
設
反
対
」
ア
ピ
ー
ル
活
動

な
ど
も
今
後
行
っ
て
行
く
予

定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
見
て
い
た
だ
き
、
是
非

こ
の
活
動
に
ご
参
加
下
さ
い
。

国
が
〝
争
い
の
種
ま
き
〟

を
す
る
の
な
ら
ば
、
私
た
ち

は
み
ん
な
で
〝
平
和
の
種
ま

き
〟
を
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

（
副
代
表
・
野
中
宏
樹
）

発行 佐賀空港オスプレイ等配備に反対する裁
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オ
ス
プ
レ
イ
配
備
ス
ト
ッ
プ
へ
、支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う

申立の趣旨は「国は佐賀駐屯地の建設工

事を続行してはならない」。その理由は地

権者４人の被保全権利（①所有権、②人格

権）に基づく妨害排除・妨害予防請求権。

1963年3月、佐賀県と旧南川副漁協の漁

業者との間の申し合わせで「入植増反希望

者に対して国造干拓（国造搦）の農地60㌶

を配分する」とされ、1988年2月、佐賀県

と南川副漁協が本件土地売買契約を締結。

同年4月、南川副漁協名義の所有権移転登

記がされた。もっとも、漁協は便宜的に買

受名義人（登記名義人）になったに過ぎず、

実質的な所有権者は、本件土地の配分を受

けた個々の漁業者にある。

地権者４人に所有権（持分権）があるこ

とを裏付ける事情として、例えば、防衛省

が「国造搦60㌶管理運営協議会」（以下、

協議会）の各会員に対し売却交渉等を行っ

ていたこと、個々の地権者らに対して直接

的な売却代金支払いが予定されていること、

などがあげられる。本件土地は協議会会員

の共有地であるため、協議会に処分権限は

なく、今なお地権者４人らが持分権を有し

ている。協議会の今年5月1日付売却決議

（地権者４人らは反対）は無効で、これに

依拠した有明海漁協と国との間の売買契約

に同意したということはできない。

防衛省は2025年6月末までに、オスプレ

イ等の移駐に必要な施設の工事を完了させ

る計画。本案判決を待っていたのでは工事

が原状回復困難なほど進行し、著しい損害

が生じるため保全の必要がある。（向井）

「仮処分命令申立書」についての

池上弁護団事務局長の説明（要旨）

「駐屯地建設工事差止仮処分」を申立て ！地権者

４人が

仮処分第1回審尋は10月20日（金）に決定 ！ 午前9時半に弁護士会館集合

９
月
29
日
（
金
）
17
時
半
～
18
時
半
、
天
神
橋
交
差
点
で
「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
」
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を

佐
賀空

港
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７
月
29
日
、
「
オ
ス
プ
レ
イ

裁
判
へ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」

を
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
で
開
き

ま
し
た
。
会
場
に
は
県
内
外
か

ら
４
０
０
人
も
の
人
々
が
集
ま

り
、
「
宝
の
海
、
ふ
る
さ
と
を

戦
の
標
的
に
す
る
な
、
土
地
は

売
ら
な
い
」
と
起
ち
上
が
っ
た

地
権
者
と
と
も
に
た
た
か
う
熱

気
に
溢
れ
ま
し
た
。

最
初
に
佐
賀
の
う
た
ご
え
合

唱
団
が
「
宝
の
海
よ
」
「
空
を

海
を
い
の
ち
を
～
佐
賀v

e
r

」

を
大
漁
旗
を
掲
げ
な
が
ら
歌
い

上
げ
た
の
ち
、
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
反
対
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て

き
た
古
賀
初
次
さ
ん
ら
地
元
地

域
の
運
動
を
記
録
し
た
「
オ
ス

プ
レ
イ
佐
賀
空
港
配
備
反
対
の

闘
い
～
は
っ
ち
ゃ
ん
の
オ
ス
プ

レ
イ
反
対
日
記
～
」
が
上
映
さ

れ
ま
し
た
。

裁
判
に
臨
む
原
告
・
地
権
者

を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
古

賀
初
次
さ
ん
は
「
こ
の
９
年
間
、

住
民
の
会
会
長
と
し
て
防
衛
省

や
県
、
漁
協
に
対
し
て
幾
度
と

な
く
抗
議
し
て
き
た
が
、
私
た

ち
の
声
は
届
か
ず
歯
が
ゆ
い
思

い
。
し
か
し
、
諦
め
て
い
な
い
。

裁
判
を
最
後
の
手
段
・
仕
事
と

し
て
頑
張
っ
て
い
く
」
と
決
意

と
支
援
を
訴
え
、
大
き
な
拍
手

と
声
援
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

訴
訟
の
弁
護
団
長
・
東
島
浩

幸
弁
護
士
は
、
裁
判
の
意
義
と

展
望
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ま
し
た
。
①
も
と
も
と
計
画

土
地
は
昭
和
38
年
に
国
造
干
拓

の
漁
業
権
補
償
と
し
て
入
植
増

反
希
望
の
漁
業
者
に
土
地
を
払

い
下
げ
る
と
覚
書
を
交
わ
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
昭
和
60
年
に

佐
賀
空
港
建
設
に
当
た
っ
て
当

時
の
南
川
副
漁
協
に
国
造
搦
60

㌶
を
配
分
し
た
。
②
登
記
は
南

川
副
漁
協
か
ら
合
併
し
た
県
有

明
海
漁
協
に
な
っ
た
が
、
土
地

の
真
の
地
権
者
は
配
分
を
受
け

た
２
５
４
名
の
共
有
で
あ
る
。

③
民
法
２
５
１
条
で
は
共
有
の

土
地
の
処
分
に
は
全
員
の
同
意

が
必
要
で
あ
り
、
３
分
の
２
の

賛
成
で
売
却
を
決
め
た
こ
と
は

無
効
。
④
防
衛
省
も
土
地
の
売

却
の
意
向
調
査
や
説
明
を
個
々

の
地
権
者
に
行
っ
て
お
り
、
個

人
の
地
権
者
の
存
在
を
知
っ
て

い
な
が
ら
有
明
海
漁
協
と
の
売

買
契
約
を
進
め
て
き
た
の
は
無

効
。以

上
の
こ
と
か
ら
土
地
の
売

却
に
反
対
す
る
地
権
者
の
権
利

を
踏
み
に
じ
っ
て
、
不
当
な
契

約
を
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
工

事
を
差
し
止
め
る
訴
え
を
起
こ

す
と
い
う
こ
と
、
同
時
に
、
地

権
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

台
湾
有
事
な
ど
を
想
定
し
た
南

西
諸
島
の
「
防
衛
力
強
化
」
と

の
関
係
で
平
和
な
ふ
る
さ
と
を

戦
争
の
標
的
に
し
た
く
な
い
、

命
と
生
業
を
守
り
、
未
来
の
こ

ど
も
た
ち
を
守
り
た
い
と
願
う

全
て
の
人
々
の
問
題
で
も
あ
り
、

国
を
相
手
取
る
か
ら
に
は
、
大

き
な
世
論
の
力
が
必
要
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
原
口
一
博
衆
院
議

員
、
仁
比
聡
平
参
院
議
員
、
九

条
の
会
柳
川
の
田
中
房
子
さ
ん
、

現
在
オ
ス
プ
レ
イ
が
暫
定
配
備

さ
れ
て
い
る
木
更
津
市
か
ら
野

中
晃
さ
ん
ら
が
駆
け
つ
け
、
連

帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

集
会
の
後
半
は
「
オ
ス
プ
レ

イ
裁
判
支
援
市
民
の
会
」
の
結

成
総
会
を
行
い
、
規
約
や
共
同

代
表
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
共
同
代
表
に
選
出

さ
れ
た
佐
賀
大
学
の
吉
岡
剛
彦

教
授
が
挨
拶
し
、
全
員
で
「
オ

ス
プ
レ
イ
来
る
な
！
」
の
コ
ー

ル
で
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

春
先
か
ら
、
市
民
の
会
の
立

ち
上
げ
の
準
備
に
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら

た
た
か
い
の
本
番
だ
と
、
い
っ

そ
う
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
（
世
話
人
・
山
下
明
子
）

Ｎо．１ オスプレイ裁判支援ニュース ２０２３年９月１５日

「オスプレイ裁判へのキック

オフ集会」 に400人 ！ （７月２９日）

「
オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な
！
」
の
コ
ー
ル
で
決
意
固
め
合
う

6月12日 防衛

省が佐賀駐屯地建

設工事の着工を強

行、工事ゲート前で

抗議行動（13・19

日・7月20日も）

7月7日 「駐屯地工事差止仮処分」申

立てについて、地権者・弁護士らが佐賀

県庁で記者会見

7月21日 米海兵隊が昨年6月にカリ

フォルニアで起きたオスプレイ墜落事故

（5人死亡）の「事故調査報告書」を公表、

これを受けて陸自オスプレイが22日から

8月13日まで飛行見合わせ

7月29日 「オスプレイ裁判へのキック

オフ集会」に400人参加、「オスプレイ裁

判支援市民の会」設立総会開催

8月27日 オーストラリア北部で訓練

中だった米海兵隊オスプレイが墜落事故

（3人死亡、5人重傷）

8月29日 地権者４人が「佐賀駐屯地

建設工事差止仮処分」を佐賀地裁に申し

立て、報告集会にのべ170人参加

8月31日 陸自オスプレイが、エンジン

の動力をローターに伝達する装置に金属

片が発生したことで、航空自衛隊静浜基

地に予防着陸（9月15日現在も静浜基地

に停留中）

9月1日 「市民の会」として、「豪州での

オスプレイ墜落死傷事故を受けた同機の

運用停止等を求める」要請書を岸田首相

と浜田防衛大臣に郵送

※市民の会の現在の会員数は386人

オスプレイ関連ニュース＆運動

設立総会で選出された役員
共同代表：吉岡剛彦、太田記代子、

下村信廣

副 代 表：野中宏樹、藤岡直登

会
員
１
０
０
０
人
の
目
標
め
ざ
し
、

会
員
拡
大
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

！

入
会
申
込
フ
ォ
ー
ム→


